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　９月３日（木）、市内農作物の生育状況や６次産業化推進
の取り組みなどを把握するため、郡市長が農業視察を行いま
した。
　宮城野区岡田地区では、「まなむすめ」のほ場を視察し、
農事組合法人福鶴ファームの福來隆代表理事とＪＡ仙台の相
澤代表理事副組合長から、水稲の生育状況などについて説明
を受けました。
　郡市長は、「このところ天気があまり良くない日が続き心
配されたが、順調に育っているとご説明いただいた。このま
ま収穫を迎えられることを願っている」と話しました。
　その後、若林区上飯田地区で令和８年３月に全面開業した６次産業化推進施設「仙台ハーベストビ
レッジ」を視察しました。施設内のいちご農園「燦燦園（さんさんえん）」やみやぎ生協の店舗を訪
れ、地元農産物や６次産業化推進の取り組みなどを確認しました。
　また、同区沖野地区で露地園芸を営む株式会社ＳＥＮＤＡＩ ＦＡＲＭの枝豆ほ場を視察し、佐藤
智哉代表取締役から今朝採り枝豆や人材育成の取り組みについて説明を受けました。

市長が仙台東部地区で農業視察を行いました

【農林企画課企画調整係（電話：２１４－８２６５）】

今朝採り枝豆の取り組み

水稲の生育状況（まなむすめ）

いちご農園での取り組み６次産業化推進施設の取り組み

　１１月１日から１１月３０日までの１か月間、市内各
所でさまざまな地産地消イベントを開催します。仙台市
内の飲食店８店舗で開催する「とれたて仙台フェア」で
は、仙台産農産物を使ったオリジナルメニューを提供し
ます。とれたての仙台産農産物で、身近な
“おいしい”を楽しみませんか。
　詳細は、仙台の地産地消に関する情報を
発信する「とれたて仙台」のウェブサイト
やインスタグラムでお知らせしますので、
ぜひご覧ください。

１１月はとれたて仙台 地産地消月間です

【農業振興課農食ビジネス推進室（電話：２１４－８２６６）】

とれたて仙台
ウェブサイト
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　元仙台東土地改良区理事長の佐藤稔氏が、令和８年春の叙勲で
旭日双光章を受章されました。本市農業の発展に尽力された佐藤
氏の功績をご紹介します。

◯平成２１年から令和７年まで、仙台東土地改良区理事長を務め
られました。
◯東日本大震災では、営農再開や大区画ほ場整備の中心的な役割
を担われ、東部地域の創造的復興に尽力されました。
◯宮城県土地改良事業団体連合会副会長や仙台市農政推進協議会
委員などを歴任し、地域農業の発展に貢献されました。

【農林企画課企画調整係（電話：２１４－８２６５）】

　今後おおむね５年間を見据えて取り組む農業施策の方向性を示す「仙台市農業施策
基本方針」について、令和８年９月に見直しを行いました。
　本市では、「多様な人材で支える持続可能な都市農業」の実現に向け、以下の４つ
の柱に沿って施策を展開していきます。詳細は市ホームページをご覧ください。

【農林企画課企画調整係（電話：２１４－８２６５）】

【農業土木課管理係（電話：２１４－７３２８）】

「仙台市農業施策基本方針」を見直しました

佐藤稔氏が旭日双光章を受章しました

左：佐藤稔氏、右：郡市長

仙台市
ホームページ

　「大区画化等加速化支援事業」では、農業者が自ら行う畦畔除去や暗
きょ排水などの簡易整備を支援します。令和１１年度までは、整備後の
ほ場を大区画化した場合、助成額が引き上げられます。事業の詳細は、
ホームページまたは下記までお問い合わせください。
　また、事業の活用を希望する方は、右記より意向調査アンケート（区
画拡大に関する要望量調査）にご回答ください。ご回答いただいた方に
は、後日、事務局からご連絡します。

簡易な自力施工によるほ場の大区画化を支援します

宮城県大区画化等
推進協議会ＨＰ

意向調査アンケート

目指す将来像　
「多様な人材で支える持続可能な都市農業」
施策の柱
（１）経営体の確保・育成
　～次世代に農をつなげる多様な担い手づくり～

（２）生産基盤の強化
　～安定した営農を支える農地・生産基盤づくり～

（３）地域農業の持続的発展
　～市民と共に進める環境と調和した農業～

（４）収益性の向上
　～最新技術を活用した生産性の向上と販売力の強化～
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　令和９年７月に、現在の農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期が満了することに伴い、それ
ぞれ次期委員の募集を行います。
　募集期間、要件、推薦及び応募方法等については、各募集要項をご覧ください。募集要項は、令和
８年１２月中旬から農林企画課（仙台市役所表小路仮庁舎：青葉区国分町３－６－１仙台パークビル
９階）、農業委員会事務局事務課（仙台市役所二日町第二仮庁舎：青葉区二日町６－１２ＭＳビル二
日町６階）及び各区役所・総合支所窓口にて配布するほか、市ホームページにも掲載する予定です。
　国の「男女共同参画基本計画」では、農業委員に占める女性の割合を３０％とすることを目標とし
ています。皆さまからのご応募をお待ちしています。

せんだい農業園芸センターでリンゴ狩りを開催中です

農業委員及び農地利用最適化推進委員の次期委員を募集します

　せんだい農業園芸センターみどりの杜の観光農園では、
今年も美味しいリンゴが大きく育ちました。摘み取り体験
は１２月上旬まで、品種は「こうとく」「ぐんま名月」「宮
美ふじ」「パインアップルふじ」「はるか」など、品種ごと
に違うおいしさが楽しめます（有料・予約優先）。
　また、現地では、リンゴやトマトの栽培方法などを紹介
しています。施設内見学をご希望の場合は、事前にご連絡
のうえお越しください（有料）。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。 農業園芸センターのリンゴ

【仙台ターミナルビル㈱荒井事業所（電話：７６２－９６８８）】

【農業委員の募集に関すること：農林企画課企画調整係（電話：２１４－８２６５）】
【農地利用最適化推進委員の募集及び農業委員の職務に関すること：　　　　　　　　

農業委員会事務局事務課振興係（電話：２１４－４３０８）】

※農地利用最適化推進委員の区域ごとの定数
区域名

主な
職務
内容

農業委員 農地利用最適化推進委員

任期

定数

報酬
(月額)

宮城
原町
岩切
高砂
七郷

４
１
２
３
４

５
１
１
２
１

２
３
５

六郷
長町
西多賀
中田
生出

秋保
泉
根白石

定数 区域名 定数 区域名 定数

　毎月開催される総会において、農地の権利移
動の許可等について審議、現地調査、決定等を
行う。
　農地利用最適化推進委員と連携し、農地利用
の集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消の
ための農地パトロール等の現場活動を行う。

　担当区域において、農業委員と連携し、遊休
農地の発生防止・解消のための農地パトロール、
担い手への農地集積を推進するための農地の貸
し手・借り手の掘り起こし、新規就農の促進な
ど、主に地域に密着した現場活動を行う。

令和９年７月１５日～令和１２年７月１４日

６５,０００円
(会長８０,０００円、会長職務代理者７３,０００円)

１９名

令和９年７月(委嘱日)～令和１２年７月１４日

４１,０００円

３４名（区域ごとに定数あり）※
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Ｅメール  kei008110@city.sendai.jp（農林企画課）
ＨＰ  https://www.city.sendai.jp/kurashi/shizen/norinsuisan/index.html

〒980－0803 青葉区国分町3丁目6番1号　表小路仮庁舎（仙台パークビル9階）
電話 022－214－8265   FAX 022－214－8338 （農林企画課）

【発　行】仙台市経済局農林部（農林企画課、農業振興課、農業土木課）

とれたて仙台ウェブサイト仙台市ホームページ
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【農業振興課生産支援係（電話：２１４－８３３５）】

【農業振興課農食ビジネス推進室（電話：２１４－８２６６）】

　仙台産農林水産物を使用した６次産業化や農商工連携の取り組みを、専門家の知見を活用しながら、
事業計画の策定から商品開発、加工・製造、販路開拓まで伴走型で継続的に支援します。
　詳しくは市ホームページまたは下記までお問い合わせください。

　市では、令和７年度より、宮城県、ＪＡ仙台、東北大学大学院農学研究科、農機具メーカー、種苗
メーカー等とプロジェクトチームを組み、市内東部地区と西部地区のモデル農地において、スマート
農業技術や環境負荷低減技術等を用いながら、水田での水稲生産を主軸に園芸品目や他穀類を生産す
る収益性の高い輪作体系の構築を図るための実証事業を実施しています。
　８月５日、農事組合法人福鶴ファームのほ場で、ポテトハーベスターによる加工用馬鈴薯の収穫作
業を実演する現地見学会を開催しました。今回の実証で使用したハーベスターは、悪条件下でも作業
ができ、土塊分離能力も高いため、機上での馬鈴薯の選別も容易に行えました。また、作業能力も高
く、従来の収穫機と比べて倍以上の速さで収穫作業を行うことができました。
　８月６日には宮城実践組合のほ場で、
ドローンを使用した水稲の病害虫防除作
業を実演する現地見学会を開催しました。
また、事前にセンシング対応ドローンを
用いて対象のほ場を撮影しており、リ
モートセンシングによる生育ムラの把握
や、データを活用した効率的なほ場管理
について、モニターを活用しながら参加
者に紹介しました。
　今後も自動走行型収量コンバイン等の
スマート農業機械を用いて収穫作業を実
演する現地見学会を開催する予定です。

支援事例（いちご狩り新プラン導入に向けた環境整備）

６次産業化にチャレンジしてみませんか

水田輪作モデル構築事業  現地見学会を開催しました

仙台市ホームページ

馬鈴薯の収穫 ドローンによる防除作業
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	仙台市農政だより232号P02
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